
熊本市 歴史的風致形成建造物指定制度

1. 制度の概要
〇 くまもと歴史まちづくり計画（熊本市歴史的風致維持向上計画）に記載された重点区域内の

歴史的な建造物であって、下記の指定基準を満たすものについては、建造物の保存・活用の
更なる推進のため、歴史的風致形成建造物の指定を行うこととしています。

〇 歴史的風致形成建造物の指定を受けることにより、様々な支援を受けることができます。
※ ただし、適切な維持管理等の条件が課されることとなります。

③ 税制面による優遇措置
■ 相続税の相続財産評価額（土地を含む）を10分の3控除します。

支援メニュー

例）相続財産評価額6000万円の場合で相続人が１人の場合250万円お得に!!

① 修景修理に係る助成※
■ 建造物の修理に要する工事費（耐震改修、外観修景、内装整備含む）に対して
最大500万円の助成を受けることができます。（補助率1/2、耐震改修を伴わない
場合は最大で300万円）
※ 市と所有者との間で、10年間以上、一般公開の取り扱いに関する協定を締結したものに限ります。

② 建築基準法の適用除外
■ 代替措置等を記載した保存活用計画を策定することにより、建築基準法の適用除外

指定を受けることができ、現行の建築基準法の下では困難であった増築や用途変更
を伴う利活用が可能になります。

※1 所有者又は管理者は、建造物の保全に支障を来さないように、適切に管理する義務が
生じます。場合によっては、現状について報告を求めることがあります。

※2 建造物の増築、改築、移転又は除却を行う場合には、着手する日の30日前までに、
市⾧に届出が必要になります。

※3 建造物の所有者が変わった時には、新しい所有者は市⾧に届出が必要です。

※ くまもと歴史まちづくり計画は、10年ごとに更新する予定であり、
次期計画（令和12年度～）の際は、再度、手続きが必要となります。

(1) 以下の①～③に該当するもの

①
建造物の形態、意匠又
は技術上の工夫が優れ

ている建造物

②
地域の歴史を把握するう

えで重要な建造物

③
歴史的なまちなみの構
成要素として重要な建

造物

(2) 概ね築50年程度経過しているもの
(3) 所有者又は管理者等による適切な維持管理が見込まれるもの
(4) 建造物の所有者全員の同意が得られているもの

【建造物指定基準】

＋

維持管理義務等の条件
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